
春風亭昇太　　林家彦いち

鈴々舎馬るこ　古今亭駒治

《夜の部》18:30開演

全席指定 3,700円 (税込 ) 「江戸川落語会」展同時開催！ 入場無料

日時：2019年3月2日（土）
　　　12:00～18:30
場所：1階展示室

江戸川落語会の歴史やこれまでの出演者の色紙を展示します。

昼夜セット券 6,000円 (税込 ) ＊江戸川区総合文化
　センターのみ取扱い

主催：江戸川区 / 江戸川区総合文化センター指定管理者サントリーパブリシティサービスグループ

プレイガイド12月1日 (土 ) 

　　　　 　        
11:00～11:00～

　　　　　　　　t.pia.jp / 0570-02-9999 / Pコード [490-748]
                            l- tike.com / 0570-084-003 / Lコード [32204]
 　　　　　    　 eplus.jp

※未就学児の入場はご遠慮ください。
※車椅子席・同伴者席は、江戸川区総合文化センター窓口・電話のみの販売です。

江戸川区総合文化センターでは、皆さまに安心して施設を
ご利用いただけるよう、様々な取り組みを行っております。
詳しくは窓口までお気軽にお問合せください。
●身障者用駐車場 ●車椅子貸し出し ●車椅子席・同伴者席の設置など

江戸川区総合文化センター
〒132-0021東京都江戸川区中央4-14-1
TEL 03-3652-1106 （9:00～21:30）
edogawa-bunkacenter.jp

サポーターズ・クラブ先行発売11月24日 (土 ) /一般発売12月1日 (土 ) バリアフリーサービス
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チケットのお申込み /お問合せ

  9:00～ 【窓口】 江戸川区総合文化センター
11:00～ 【電話】  03-3652-1106【ホームページ】edogawa-bunkacenter.jp
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江戸川区総合文化センター35周年記念落語会

14:00開演《昼の部》
継承！古典落語継承！古典落語

～若手競演！春のらくごまつり ～
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催
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催
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催
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ラ
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報
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ド
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を
ご
希
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送
付
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〇
〇
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。
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セ
ン
タ
ー
「
窓
口
」

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
よ
り
ご
入
会
く
だ
さ
い
。
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江
戸
川
落
語
会
は
江
戸
川
区
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
開
館
初
期
よ
り
、
約
三
五
年
に
亘
っ
て
開
催

さ
れ
て
い
る
落
語
会
で
す
。

　
江
戸
川
区
平
井
で
育
っ
た
故
八
代
目
橘
家
圓
藏

の
協
力
を
仰
ぎ
、 “

旬
で
一
流
の
落
語
家
を
ご
近
所

で
見
ら
れ
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が
コ
ン
セ
プ
ト
。
そ
の
華
や
か
な

顔
ぶ
れ
は
地
元
住
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に
大
変
喜
ば
れ
、
そ
の
評
判

を
聞
い
た
落
語
フ
ァ
ン
が
遠
方
か
ら
も
駆
け
つ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
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三
五
年
た
っ
て
も
江
戸
川
落
語
会
が
昔
と
変
わ

ら
ず
、
庶
民
的
で
笑
い
が
あ
ふ
れ
る
会
な
の
は
、

八
代
目
圓
藏
の
明
る
く
気
さ
く
な
人
柄
に
よ
る

も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
年
に
四
回
の
江
戸
川
落
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（
三
月
・
六
月
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九
月
・
十
二
月
）、
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

開
館
3
5
周
年
を
彩
る
「
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川
落
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シ
ャ
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と
し
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江
戸
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落
語
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歩
み
や
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れ
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出
演
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ま
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開
催
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三
月
二
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ぜ
ひ
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。

↑
膨
大
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色
紙
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を
よ
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け
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い
ま
す
。
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江戸川落語会 よもやま版
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